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『鹿部消防出初式『鹿部消防出初式』』（１月２日）（１月２日）

１月２日（金）中央公民館において、平成２１年鹿　１月２日（金）中央公民館において、平成２１年鹿部部

消防出初式が行われました消防出初式が行われました。。

式の前には、鹿部消防署から会場である中央公民　式の前には、鹿部消防署から会場である中央公民館館

までを、消防団員７５名が入場行進し、「無火災」へまでを、消防団員７５名が入場行進し、「無火災」へのの

心構えを新たにしました心構えを新たにしました。。

火災の多い季節です。皆さんも、防火意識を高め　火災の多い季節です。皆さんも、防火意識を高め、、

火災の無いまちづくりを心掛けてください火災の無いまちづくりを心掛けてください。。

今月の主な内今月の主な内容容
●鹿部町長選挙及び鹿部町議会議員選挙について……………………………２●鹿部町長選挙及び鹿部町議会議員選挙について……………………………２ＰＰ
●町内緊急経済対策の実施について……………………………………………３●町内緊急経済対策の実施について……………………………………………３ＰＰ
●議会からのお知らせ………………………………………………………４～８●議会からのお知らせ………………………………………………………４～８ＰＰ
●平成２１年消防出初式について…………………………………………………９●平成２１年消防出初式について…………………………………………………９ＰＰ
●長寿医療制度のお知らせ………………………………………………………１０●長寿医療制度のお知らせ………………………………………………………１０ＰＰ
●健康へのページ（冬の健康管理）……………………………………………１１●健康へのページ（冬の健康管理）……………………………………………１１ＰＰ
●第２６回書初め席書大会／食生活改善推進協議会だより……………………１２●第２６回書初め席書大会／食生活改善推進協議会だより……………………１２ＰＰ
●お知らせ・行事予定など…………………………………………………１３～１６●お知らせ・行事予定など…………………………………………………１３～１６ＰＰ
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鹿　部　町　長
鹿部町議会議員選挙

◎投票日は２月８日（日）
◎投票時間は

午前７時～午後８時

任期満了に伴う町長、町議会議員の選挙が２月３日告示、２月８日投票で執り行われます。

開票は、２月８日午後９時から役場大会議室において行われます。

我がふるさと“しかべ町”の明日を築くための大切な一票です。

あなたの意思を投票しましょう。

投票できる人は

　・従来から選挙人名簿に登録されている人

　・平成元年２月９日以前に生まれた人

　・平成２０年１１月２日までに鹿部町の住民基本台帳に記載され、引き続き住所を有している人

　《注意》平成２０年１１月３日以降、他の市町村から鹿部町に転入された人は投票できません。

投票日に投票できない人は期日前投票・不在者投票を！

　・投票日に、仕事、旅行、買い物などで投票できない人は、投票日の前に期日前投票ができます。手

続きに印鑑は不用ですので、入場券を持参のうえ、役場内期日前投票所までおいでください。

　・出稼ぎなど、旅先で不在者投票をする人は、鹿部町選挙管理委員会に投票用紙の請求をし、投票

用紙等を郵送してもらい、旅先の選挙管理委員会で投票を行ってください。

　　なお、これらの手続きにはかなりの日数を要する場合もありますので、十分な日数の余裕をみて

投票用紙の請求を行ってください。

　・病院等に入院されている人は、その施設で不在者投票をすることができます。

　　不在者投票をする人は、病院長（施設の長）に鹿部町選挙管理委員会へ投票用紙の請求をしても

らい、入院先の病院等で投票を行ってください。

　　（不在者投票のできる病院等は、あらかじめ決められておりますので入院先の病院等に確認して

ください。）

《期日前投票・不在者投票のできる期間》

２月４日（告示日の翌日）～２月７日（投票日の前日）まで

・投票時間　午前８時３０分～午後８時　　※土曜日でも投票できます。

・場　　所　役場１階選挙管理委員会事務室

・出稼ぎ等、旅先で不在者投票をする方は、２月４日（告示日の翌日）より前でも投票用紙

の請求ができます。

※選挙に関してのお問い合わせは、鹿部町選挙管理委員会へ（ＴＥＬ：７－２１１１）
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平成２０年度一般会計補正予算
平成２１年１月２３日　臨時議会

総総額額２２１１，，１１００６６千千円円のの
町町内内緊緊急急経経済済対対策策をを実実施施ししまますす

◎町内購買力の向上対策：商工会発行の「プレミア商品券」の発売に対する助成

◎地元経済の安定対策：平成２１年度実施予定事業の前倒し実施

　国をはじめとして、金融資本市場の混乱により経済が一段と減速しています。また、都市と地

方の間などでいわゆる格差の一層の拡大が懸念されているところです。

　これらの経済悪化に伴い弱い者ほど大きな打撃を受けていることから、「町内緊急経済対策」を

実施します。

☆☆鹿部町プレミア商品券発鹿部町プレミア商品券発売売 発行総額　７，５００千円
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●鹿部商工会が発行するプレミア商品券発行に対する補助金　　１，１２５千円

１セット　１０，０００円（１５％割引還元　１１，５００円）
販売期間　平成２１年３月２日（月）～平成２１年３月３１日（火）

　（７５０セット数量限定。一世帯の購入限度は１０セット）

☆主な町内事☆主な町内事業業 事業総額　１９，９８１千円

主な内容や効果事　　業　　名

デイサービスセンターが温泉になります。デイサービスセンター温泉配湯管設置

防火水槽に続き国道海側の防火対策を行います。大和地区消火栓設置

お湯で手洗いができるようになります。しかべ幼稚園給湯器設置

改修後一戸入居が可能となります。本別団地内部改修

町有林の育成に効果があります。町有林枝打ち

国道から商工会・函館バス前などの道路改良です。町道市街地線ほか局部改修

※　詳しい内容は、商工会発行のチラシをご覧ください。
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議会だより３６号　　編集　議会運営委員会

議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかららららららららららららららららららららののののののののののののののののののののおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知らららららららららららららららららららら議会からのお知らせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ
　平成２０年第４回定例会は、１２月４日に招集され鹿部町高齢者生涯カレッジの方々など
２７名が傍聴する中、会期を２日間と決め、町長の行政報告のあと、３名の議員が一般質
問を行いました。また、選挙２件、議案２件、意見案１件の審議を行い全て原案のとお
り可決し会期を１日残して閉会しました。なお、審議された議案の主な内容は、次のと
おりです。

△
鹿
部
町
選
挙
管
理
委
員
会
委

員
の
選
挙

　
こ
の
選
挙
は
、
任
期
満
了
に

よ
る
も
の
で
、
議
長
の
指
名
推

せ
ん
に
よ
り
、
次
の
４
名
の
方

々
が
当
選
人
に
決
定
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
任
期
は
平
成
　
年
　

２０

１２

月
　
日
か
ら
平
成
　
年
　
月
　

２６

２４

１２

２５

日
ま
で
の
４
年
間
で
す
。

小
林
　
勝
昭
　
氏

松
本
　
黄
吉
　
氏

松
川
　
栄
治
　
氏

相
澤
　
正
士
　
氏

△
鹿
部
町
選
挙
管
理
委
員
会
補

充
員
の
選
挙

　
こ
の
選
挙
に
つ
い
て
も
任
期

満
了
に
よ
る
も
の
で
、
議
長
の

指
名
推
せ
ん
に
よ
り
、
次
の
４

名
の
方
々
が
当
選
人
に
決
定
し

ま
し
た
。

　
な
お
、
任
期
は
平
成
　
年
　

２０

１２

月
　
日
か
ら
平
成
　
年
　
月
　

２６

２４

１２

２５

日
ま
で
の
４
年
間
で
す
。

第
１
順
位
　
平
田
　
　
長
　
氏

第
２
順
位
　
山
本
　
修
一
　
氏

第
３
順
位
　
三
島
　
　
知
　
氏

第
４
順
位
　
小
山
　
捷
治
　
氏

△
一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財

団
法
人
に
関
す
る
法
律
及
び

公
益
社
団
法
人
及
び
公
益
財

団
法
人
の
認
定
等
に
関
す
る

法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法

律
の
整
備
等
に
関
す
る
関
係

条
例
の
整
理
に
関
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
関
係
法
律
の
整
備

等
に
伴
い
、
町
条
例
の
文
言
等

を
整
理
す
る
も
の
で
す
。

△
平
成
　
年
度
鹿
部
町
一
般
会

２０

計
補
正
予
算
に
つ
い
て
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入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
７
千
　２９

万
１
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総

額
　
億
３
百
　
万
円
と
し
ま
し

２６

９４

た
。
　
内
容
は
、
臨
時
職
員
賃
金
及

び
共
済
費
で
３
百
　
万
円
の
追

６３

加
、
介
護
保
険
シ
ス
テ
ム
改
修

委
託
料
２
百
　
万
５
千
円
の
追

６９

加
、
駒
ケ
岳
演
習
場
障
害
防
止

対
策
事
業
費
３
千
５
百
　
万
５

６２

千
円
の
追
加
、
大
和
リ
ゾ
ー
ト

地
区
へ
の
防
火
水
槽
３
基
の
設

置
工
事
に
係
る
南
渡
島
消
防
事

務
組
合
に
対
す
る
負
担
金
１
千

７
百
　
万
円
の
追
加
が
主
な
も

５０

の
で
す
。

◎
条
　
例

◎
補
正
予
算

◎
選
　
挙
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次
の
意
見
書
を
可
決
し
、
関

係
省
庁
等
へ
提
出
し
ま
し
た
。

◇
Ｊ
Ｒ
不
採
用
問
題
の
早
期
全

面
解
決
を
求
め
る
意
見
書
に

つ
い
て

【
提
出
先
】

　
衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、

　
内
閣
総
理
大
臣
、
総
務
大
臣
、

　
厚
生
労
働
大
臣
、
国
土
交
通

　
大
臣

【
以
上
５
件
、原
案
ど
お
り
可
決
】

　
葬
儀
費
用
の
軽
減
と
会
場
の

確
保
に
つ
い
て
。

　
生
活
改
善
・
生
活
の
合
理
化

が
叫
ば
れ
て
お
り
ま
す
が
、
最

近
は
、
遺
族
が
負
担
す
る
葬
儀

関
係
の
費
用
が
多
額
に
な
っ
て

い
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
高
齢
化
が
進
み
葬
儀
に
参

列
し
た
い
が
、
当
町
で
は
一
般

的
に
葬
儀
が
行
わ
れ
る
会
場
は
、

椅
子
席
で
無
い
た
め
に
足
、
腰

に
負
担
が
か
か
り
苦
痛
で
あ
る

と
い
う
声
が
多
く
の
町
民
の

方
々
よ
り
聞
か
れ
ま
す
。

　
私
は
、
葬
儀
費
用
の
軽
減
化

と
参
列
し
や
す
い
会
場
の
確
保

が
早
急
に
必
要
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
こ
の
様
な
事
も
住

民
サ
ー
ビ
ス
で
あ
り
町
の
役
割

だ
と
考
え
ま
す
が
、
町
長
の
ご

見
解
を
お
伺
い
し
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
、
中
川
議
員
の
ご

質
問
に
お
答
え
い
た
し
ま
す
。

　
ご
質
問
は
、
葬
儀
に
係
る
費

用
の
軽
減
化
と
参
列
し
や
す
い

会
場
の
確
保
が
急
務
で
は
、
と

し
た
内
容
の
２
点
と
存
じ
ま
す
。

　
先
ず
、
葬
儀
に
係
る
遺
族
の

葬
儀
費
用
の
負
担
軽
減
化
で
あ

り
ま
す
が
、
以
前
に
当
町
で
は
、

生
活
様
式
の
変
化
に
伴
い
冠
婚

葬
祭
に
掛
か
る
新
生
活
運
動
を

行
政
主
導
で
行
い
、
当
時
相
当

の
生
活
慣
習
改
革
が
実
行
さ
れ
、

今
日
に
至
っ
て
お
り
、
私
の
認

識
で
は
葬
儀
に
関
す
る
費
用
の

負
担
軽
減
化
も
一
定
の
段
階
ま

で
進
ん
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
し

た
。
　
し
か
し
、
中
川
議
員
か
ら
、

町
民
か
ら
の
指
摘
の
声
が
あ
る

と
の
事
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

早
い
機
会
に
町
内
の
関
係
す
る

団
体
と
新
た
な
新
生
活
運
動
に

つ
い
て
意
見
交
換
を
行
っ
て
参

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
次
に
、
葬
儀
会
場
の
件
で
す

が
、
鹿
部
町
の
葬
儀
を
行
う
会

場
は
、
宗
教
上
の
事
も
あ
り
ま

す
が
、　

％
が
お
寺
で
の
実
施

９０

で
、
残
り
　
％
が
公
共
施
設
と

１０

自
宅
で
の
実
施
と
把
握
し
て
お

り
ま
す
。

　
お
寺
の
会
場
に
関
す
る
事
に

つ
き
ま
し
て
は
、
行
政
と
い
え

ど
も
椅
子
化
に
し
て
下
さ
い
と

の
指
示
は
出
来
ま
せ
ん
の
で
言

及
を
控
え
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
町
の
公
共
施
設
で

す
が
、
中
川
議
員
も
ご
承
知
の

と
お
り
本
別
中
央
会
館
と
大
岩

地
域
会
館
に
つ
き
ま
し
て
は
施

設
建
設
の
際
に
椅
子
で
の
実
施

を
想
定
し
て
造
り
ま
し
た
の
で
、

現
在
、
数
少
な
い
利
用
状
況
に

あ
り
ま
す
が
、
椅
子
で
挙
行
し

て
お
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
他
の
地
域
会
館
で

あ
る
、
鹿
部
会
館
や
宮
浜
生
活

館
及
び
出
来
澗
会
館
な
ど
は
、

施
設
規
模
や
当
初
の
地
域
要
望

に
よ
り
大
き
な
部
屋
は
畳
と
な

っ
て
お
り
、
椅
子
を
利
用
で
き

な
い
施
設
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
中
央
公
民
館
は
、
こ
こ

３
年
の
間
に
２
回
利
用
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　
平
成
　
年
度
に
１
件
、　

年

１８

１９

度
は
ゼ
ロ
、　

年
度
が
今
ま
で

２０

に
１
件
利
用
さ
れ
て
い
る
所
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　
公
民
館
の
利
用
は
、
行
事
等

と
の
関
連
も
あ
り
、
緊
急
な
利

用
に
は
一
定
程
度
の
制
限
が
あ

り
ま
す
が
、
行
事
等
が
重
な
ら

な
い
限
り
、
他
の
地
域
会
館
同

様
の
利
用
が
可
能
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
本
別
中
央

会
館
と
大
岩
地
域
会
館
な
ど
地

域
会
館
は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
に

供
す
る
こ
と
は
当
然
の
事
で
ご

ざ
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
の
、
他
の
地
域
会
館
の

椅
子
化
対
応
に
つ
い
て
は
、
地

域
要
望
も
踏
ま
え
改
修
な
ど
の

時
に
検
討
を
図
っ
て
参
り
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご

理
解
願
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

以
上
、
中
川
議
員
の
質
問
に
対

す
る
答
弁
と
い
た
し
ま
す
。

 

珊珊珊珊
珊珊珊珊
珊珊珊珊
珊珊珊珊
珊珊珊珊
珊珊珊珊
珊珊珊珊
珊珊珊珊
珊珊珊珊
珊珊珊珊
珊珊珊珊
珊珊珊珊
珊珊珊珊

一

般

質

一

般

質

問問

諌

間

還

閑

貫貫貫

貫貫貫

鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑

鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑

■
葬
儀
費
用
の
軽
減
と
会
場

の
確
保
に
つ
い
て

　
（
質
問
者
）

中
川
　
　
一
　
議
員

◎
意
見
書
の
提
出

■
中
央
公
民
館
の
利
用
は
、

行
事
等
と
の
関
連
も
あ
り
、

緊
急
な
利
用
に
は
一
定
程

度
の
制
限
が
あ
り
ま
す
が
、

行
事
等
が
重
な
ら
な
い
限

り
、
他
の
地
域
会
館
同
様

の
利
用
が
可
能
で
あ
り
ま

す
。

　
今
後
の
、
他
の
地
域
会
館

の
椅
子
化
対
応
に
つ
い
て

は
、
地
域
要
望
も
踏
ま
え

改
修
な
ど
の
時
に
検
討
を

図
っ
て
参
り
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　
（
答
弁
者
）

川
村
　
　
茂
　
町
長



広　報　し　か　べ （６）

　
中
央
公
民
館
の
利
用
回
数
が

極
め
て
少
な
い
原
因
は
、
会
場

の
大
き
さ
や
祭
壇
の
問
題
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
会
場
の
一
本
化
を
図
る

の
が
最
適
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
立
地
条
件
、
駐
車
場
な
ど
会

場
の
利
便
性
を
考
え
た
場
合
、

中
央
公
民
館
に
祭
壇
を
常
設
し
、

葬
儀
会
場
と
し
て
利
用
出
来
な

い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
宗
教
的
な
絡
み
も
あ
っ
て
町

で
祭
壇
を
用
意
出
来
な
い
の
で

あ
れ
ば
町
内
会
連
合
会
や
社
会

福
祉
協
議
会
へ
町
が
補
助
を
し
、

祭
壇
を
用
意
し
て
も
ら
っ
て
運

営
す
る
と
言
う
の
も
一
つ
の
方

法
と
思
い
ま
す
が
町
長
の
考
え

方
を
お
伺
い
し
ま
す
。

　
中
央
公
民
館
の
利
用
回
数
は
、

先
程
、
私
申
し
上
げ
ま
し
た
よ

う
に
確
か
に
少
な
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　
会
場
の
一
本
化
と
言
う
事
で

ご
ざ
い
ま
す
が
、
議
員
ご
承
知

の
よ
う
に
本
別
中
央
会
館
そ
れ

か
ら
大
岩
地
域
会
館
の
二
つ
に

つ
き
ま
し
て
は
、
建
設
当
初
か

ら
葬
儀
も
で
き
椅
子
化
対
応
も

し
て
お
り
ま
す
。

　
中
央
公
民
館
に
つ
き
ま
し
て

は
、
葬
儀
を
行
う
に
は
、
議
員

ご
指
摘
の
よ
う
に
会
場
が
大
き

す
ぎ
る
と
思
い
ま
す
が
、
色
々

な
方
法
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
葬
儀
を
行
う
場
合
に
祭
壇
が

一
番
高
額
な
部
分
と
な
っ
て
き

ま
す
が
、
政
教
分
離
か
ら
す
る

と
祭
壇
は
、
町
で
用
意
出
来
な

い
と
思
っ
て
い
る
所
で
あ
り
ま

す
。
　
町
内
会
連
合
会
や
社
会
福
祉

協
議
会
の
方
で
祭
壇
を
購
入
し

て
管
理
出
来
な
い
か
と
言
う
事

で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
そ
の
部
分

に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
の
時
点

で
回
答
で
き
ま
せ
ん
。

　
団
体
の
方
と
も
協
議
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
ご
理
解
願
い
ま
す
。

 

　
国
道
バ
イ
パ
ス
工
事
に
伴
う

連
絡
道
路
の
整
備
に
つ
い
て
。

　
現
在
、
国
道
２
７
８
号
線
鹿

部
バ
イ
パ
ス
建
設
工
事
が
進
め

ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
将
来
こ
の
バ
イ
パ
ス
が
開
通

し
た
際
に
は
、
他
町
の
例
を
見

る
ま
で
も
な
く
通
過
車
両
の
増

加
に
よ
り
市
街
地
や
商
店
街
へ

の
流
入
が
減
少
し
、
地
域
経
済

に
与
え
る
影
響
は
小
さ
く
は
な

く
衰
退
へ
の
道
を
辿
る
恐
れ
が

充
分
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
町
民
の
利
便
を
図
る
事
は
勿

論
、
町
外
か
ら
の
来
訪
者
に
対

し
て
も
利
用
し
や
す
い
連
絡
道

路
の
整
備
が
必
要
不
可
欠
な
も

の
と
考
え
ま
す
。

　
新
規
に
ア
ク
セ
ス
道
路
を
整

備
す
る
事
は
考
え
ら
れ
ず
現
道

の
改
良
が
最
善
策
と
考
え
ら
れ

ま
す
が
、
町
長
の
ご
見
解
を
お

伺
い
し
ま
す
。

　
吉
議
員
の
ご
質
問
に
お
答
え

を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
国
道
鹿
部
バ
イ
パ
ス
開
通
に

伴
う
町
民
及
び
来
訪
者
に
対
し

て
の
利
用
し
や
す
い
連
絡
道
路

の
整
備
に
つ
い
て
の
ご
質
問
で

あ
り
ま
す
が
、
鹿
部
バ
イ
パ
ス

の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現

在
大
岩
地
区
常
呂
川
橋
が
完
成

し
、
町
道
常
呂
山
道
路
線
（
通

称
リ
ハ
ビ
リ
道
路
）
ま
で
の
１
，

５
０
０
ｍ
区
間
と
、
そ
の
後
の

鹿
部
漁
港
裏
山
付
近
ま
で
の
工

事
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
ご
質
問
に
あ
り
ま
す
、
バ
イ

パ
ス
完
成
後
の
現
道
の
改
良
に

つ
い
て
は
、
以
前
議
員
皆
様
に

も
現
地
を
見
て
い
た
だ
き
ま
し

た
、
宮
浜
道
路
線
の
一
部
を
手

が
け
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
他

の
現
道
と
交
差
す
る
箇
所
は
、

現
在
の
道
路
に
擦
り
付
け
る
と

こ
ろ
や
、
ト
ン
ネ
ル
方
式
（
ボ

ッ
ク
ス
カ
ル
バ
ー
ト
）
に
な
る

と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

　
宮
浜
以
外
で
は
、
鹿
部
公
園

付
近
が
現
道
と
擦
り
付
け
る
と

こ
ろ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
バ
イ

パ
ス
整
備
の
進
捗
状
況
を
見
な

が
ら
検
討
し
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　
ま
た
、
既
に
指
示
し
て
お
り

ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
の
道
路
整

備
計
画
を
担
当
課
の
方
で
練
っ

て
い
る
所
で
あ
り
ま
す
の
で
、

そ
の
中
で
そ
う
言
う
も
の
の
計

画
も
含
め
て
対
応
し
て
参
り
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
国
道
２
７
８
号
鹿
部
バ
イ
パ

ス
は
駒
ヶ
岳
噴
火
時
の
避
難
道

と
し
て
も
必
要
不
可
欠
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
早
期
完
成
に
向
け

事
業
費
の
増
額
を
要
望
し
て
参

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
以
上
、
吉
議
員
の
質
問
に
対

す
る
答
弁
と
い
た
し
ま
す
。

 

■
再
質
問
、
再
々
質
問
の
要

約
。

　
（
質
問
者
）

中
川
　
　
一
　
議
員

■
再
答
弁
、
再
々
答
弁
の
要

約
。

　
（
答
弁
者
）

川
村
　
　
茂
　
町
長

■
国
道
バ
イ
パ
ス
工
事
に
伴

う
連
絡
道
路
の
整
備
に
つ

い
て

　
（
質
問
者
）

吉
　
　
英
樹
　
議
員

■
国
道
２
７
８
号
鹿
部
バ
イ

パ
ス
の
進
捗
状
況
を
見
な

が
ら
検
討
し
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　
現
在
、
町
道
の
道
路
整
備

計
画
を
担
当
課
の
方
で
練

っ
て
い
る
所
で
あ
り
ま
す

の
で
、
ア
ク
セ
ス
道
路
の

計
画
も
含
め
て
対
応
し
て

参
り
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　
（
答
弁
者
）

川
村
　
　
茂
　
町
長



広　報　し　か　べ（７）

　
今
の
答
弁
で
は
、
新
規
に
ア

ク
セ
ス
道
路
を
造
ら
な
い
で
現

道
を
改
良
し
て
い
く
と
言
う
ご

回
答
で
す
け
ど
も
具
体
的
に
は
、

ま
だ
検
討
中
と
言
う
事
で
理
解

し
て
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
。

　
先
程
言
っ
て
い
た
鹿
部
公
園

へ
通
じ
る
町
道
の
お
話
あ
り
ま

し
た
け
ど
も
、
そ
こ
に
は
公
共

施
設
で
言
う
と
墓
地
も
あ
り
ま

す
し
、
そ
れ
か
ら
火
葬
場
、

プ
ー
ル
、
い
こ
い
の
湯
な
ど
の

色
々
な
公
共
施
設
が
多
い
道
路

で
す
け
ど
も
、
狭
い
で
す
。

　
お
通
夜
が
あ
り
ま
す
と
、
駐

車
場
か
ら
あ
ふ
れ
て
、
車
両
が

両
側
に
停
ま
っ
て
通
行
に
支
障

を
来
た
し
て
い
る
の
が
多
く
見

受
け
ら
れ
ま
す
。

　
バ
イ
パ
ス
が
開
通
す
る
の
を

待
つ
ま
で
も
無
く
、
早
め
に
改

良
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、
町
長
の
お
考
え
を
お
伺

い
し
ま
す
。

　
議
員
ご
承
知
の
よ
う
に
、
町

道
も
色
々
な
箇
所
が
老
朽
化
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
ら
も

含
め
て
取
り
付
け
道
路
を
検
討

し
て
参
り
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　
当
然
、
お
金
の
掛
か
る
事
で

あ
り
ま
す
の
で
、
年
次
計
画
で

や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　
そ
れ
に
対
す
る
計
画
を
今
、

担
当
課
の
方
に
指
示
し
て
や
ら

せ
て
い
る
所
で
あ
り
、
旧
ゴ
ミ

捨
て
場
へ
通
じ
る
道
路
に
つ
い

て
は
、
既
に
手
を
付
け
て
お
り

ま
す
。

　
た
だ
今
の
鹿
部
公
園
線
で
す

か
、
い
わ
ゆ
る
東
光
寺
線
で
す

ね
。
　
交
通
量
も
多
い
で
す
し
、

プ
ー
ル
、
い
こ
い
の
湯
等
の
公

共
施
設
が
あ
り
ま
す
。
確
か
に

こ
の
道
路
に
つ
き
ま
し
て
は
、

高
齢
者
の
方
々
が
利
用
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
交
通
事
故
が
心

配
さ
れ
る
訳
で
あ
り
ま
す
。

　
私
も
そ
う
言
う
状
況
を
見
て

お
り
ま
す
。
計
画
の
中
で
優
先

的
に
整
備
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
願
い
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
大
岩
地
区
に
漁
港
又
は
大
型

斜
路
の
新
設
に
つ
い
て
。

　
昨
今
は
金
融
危
機
ま
た
、
経

済
悪
化
の
時
と
承
知
し
て
お
り

ま
す
が
、
だ
か
ら
と
言
っ
て
静

観
し
て
い
る
事
は
良
く
な
い
と

思
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
活
性
策
と
し
て
地
域

で
抱
え
る
課
題
の
一
つ
で
あ
り

ま
す
大
岩
地
区
の
漁
港
新
設
か

大
型
斜
路
を
計
画
し
た
ら
ど
う

か
。
　
地
元
漁
業
者
は
、
高
齢
化
傾

向
に
あ
り
ま
す
が
、
漁
で
糧
を

得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
訳
で
あ

り
ま
す
。

　
漁
に
出
る
に
も
良
い
環
境
が

必
要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

現
状
は
足
元
が
悪
く
船
の
揚
げ

下
げ
が
大
変
で
す
。

　
高
齢
者
で
あ
っ
て
も
安
心
し

て
漁
に
出
ら
れ
る
よ
う
大
岩
地

区
に
漁
港
ま
た
は
大
型
斜
路
の

新
設
を
し
、
豊
か
な
生
活
を
と

私
は
思
っ
て
い
ま
す
が
、
町
長

の
御
見
解
を
お
伺
い
し
ま
す
。

　
盛
田
議
員
の
ご
質
問
に
お
答

え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
「
大

岩
地
区
の
漁
港
新
設
か
大
型
斜

路
を
計
画
し
た
ら
ど
う
か
」
と

言
う
ご
質
問
だ
と
思
い
ま
す
。

　
議
員
ご
承
知
の
と
お
り
、
昨

年
３
月
８
日
開
催
さ
れ
ま
し
た

議
員
全
員
協
議
会
に
お
き
ま
し

て
、
時
化
に
よ
る
緊
急
対
策
と

し
て
、
大
岩
船
揚
場
の
維
持
補

修
に
つ
い
て
ご
理
解
を
い
た
だ

い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
協
議
会
に
お
い
て
、
船

揚
場
の
今
後
の
取
扱
い
に
つ
い

て
、
私
の
基
本
的
考
え
を
述
べ

て
参
り
ま
し
た
こ
と
は
、
議
員

ご
承
知
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

　
漁
港
の
整
備
は
、
現
在
の
機

動
力
の
充
実
し
た
時
代
に
適
応

し
た
施
設
と
し
て
整
備
し
、
常

に
漁
業
の
生
産
に
対
応
で
き
る

最
善
の
基
本
施
設
と
し
て
町
・

議
会
・
漁
協
理
事
で
構
成
し
て

お
り
ま
す
漁
港
整
備
促
進
協
議

会
で
協
議
検
討
し
将
来
を
展
望

し
な
が
ら
国
・
道
に
そ
の
整
備

に
つ
い
て
働
き
か
け
を
行
っ
て

来
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
漁
港
整
備
計
画
の
中
に
は
、

前
浜
船
揚
場
施
設
の
使
用
に
つ

い
て
も
含
ん
で
計
画
さ
れ
て
い

る
と
北
海
道
で
は
と
ら
え
て
お

り
ま
す
し
、
私
も
そ
の
よ
う
に

考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
鹿

部
漁
港
に
つ
き
ま
し
て
は
、
大

岩
・
鹿
部
・
宮
浜
地
区
を
主
に
、

将
来
的
に
集
約
し
て
行
く
と
い

う
計
画
と
な
っ
て
お
り
ま
す
こ

と
か
ら
、
大
岩
地
区
に
漁
港
を

新
た
に
整
備
す
る
事
は
か
な
り

厳
し
い
と
思
っ
て
い
る
所
で
あ

り
ま
す
。

　
ま
た
船
揚
場
は
、
現
在
使
用

し
て
お
り
ま
す
箇
所
に
つ
い
て

は
、
軽
微
な
補
修
は
行
っ
て
参

■
再
質
問
、
再
々
質
問
の
要

約
。

　
（
質
問
者
）

吉
　
　
英
樹
　
議
員

■
再
答
弁
、
再
々
答
弁
の
要

約
。

　
（
答
弁
者
）

川
村
　
　
茂
　
町
長

■
大
岩
地
区
に
漁
港
又
は
大

型
斜
路
の
新
設
に
つ
い
て

　
（
質
問
者
）

盛
田
　
鐵
次
　
議
員

■
漁
港
整
備
計
画
の
中
に
は
、

前
浜
船
揚
場
施
設
の
使
用

に
つ
い
て
も
含
ん
で
計
画

さ
れ
て
い
る
と
北
海
道
で

は
と
ら
え
て
お
り
ま
す
。

　
鹿
部
漁
港
に
つ
き
ま
し
て

は
、
大
岩
・
鹿
部
・
宮
浜

地
区
を
主
に
、
将
来
的
に

集
約
し
て
行
く
と
い
う
計

画
と
な
っ
て
お
り
ま
す
こ

と
か
ら
、
大
岩
地
区
に
漁

港
を
新
た
に
整
備
す
る
事

は
か
な
り
厳
し
い
と
思
っ

て
い
る
所
で
あ
り
ま
す
。

　
（
答
弁
者
）

川
村
　
　
茂
　
町
長
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り
ま
す
が
、
利
用
者
の
い
な
く

な
る
事
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
利
用
者
の
い
な
く
な
る
施

設
に
つ
い
て
は
廃
止
す
る
方
向

で
進
め
て
参
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
願

い
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
以
上
、
盛
田
議
員
の
質
問
に

対
す
る
答
弁
と
い
た
し
ま
す
。

　
町
長
の
言
わ
れ
る
事
は
、
十

分
承
知
し
て
お
り
ま
す
が
、
国

道
２
７
８
号
線
バ
イ
パ
ス
工
事

で
道
路
拡
張
の
た
め
浜
が
狭
く

な
り
船
の
揚
場
が
無
く
な
る
。

　
鹿
部
漁
港
と
言
っ
て
も
昆
布

採
り
に
な
る
と
船
が
い
っ
ぱ
い

で
係
留
で
き
な
い
。
ま
た
、
斜

路
に
揚
げ
て
船
を
修
繕
し
よ
う

と
思
っ
て
も
揚
場
が
無
く
て
困

っ
て
い
る
状
態
で
す
。

　
漁
港
が
出
来
な
か
っ
た
ら
大

型
斜
路
の
新
設
が
必
要
と
思
い

ま
す
。

　
本
来
で
あ
れ
ば
、
バ
イ
パ
ス

工
事
を
計
画
し
た
時
点
で
、
こ

の
よ
う
な
計
画
を
立
て
て
い
れ

ば
、
大
岩
地
区
の
皆
さ
ん
も
安

心
し
て
漁
業
が
出
来
る
。

　
今
の
鹿
部
漁
港
も
平
成
　
年
、

２５

本
別
漁
港
は
　
年
頃
に
完
成
す

２３

る
と
言
う
事
で
す
が
、
完
成
も

近
く
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
例

え
ば
大
型
斜
路
だ
け
で
も
、
今

か
ら
要
望
し
て
行
っ
た
ら
良
い

の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　
今
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
等
を
見

ま
し
て
も
景
気
の
悪
い
話
ば
か

り
で
す
が
、
こ
の
よ
う
な
時
こ

そ
後
退
す
る
こ
と
な
く
鹿
部
町

民
の
将
来
に
向
け
て
活
力
の
あ

る
町
に
す
る
の
も
町
長
の
手
腕

に
か
か
っ
て
い
る
訳
で
ご
ざ
い

ま
す
が
、
町
長
の
考
え
方
を
お

伺
い
し
ま
す
。

　
議
員
言
わ
れ
る
斜
路
の
関
係

で
す
が
、
地
域
の
方
々
か
ら
開

発
建
設
部
の
方
に
何
と
か
し
て

欲
し
い
と
言
う
様
な
要
望
が
出

て
お
り
ま
す
し
、
私
も
承
知
し

て
お
り
ま
す
。

　
私
も
開
発
建
設
部
の
方
へ
地

域
住
民
が
利
用
し
や
す
い
よ
う

に
や
っ
て
戴
き
た
い
と
い
う
要

望
を
し
て
い
る
所
で
あ
り
ま
す
。

　
地
域
の
方
々
の
要
望
と
し
て
、

現
在
の
何
箇
所
か
を
一
つ
に
し

て
も
ら
い
た
い
と
言
う
要
望
が

あ
り
、
そ
の
回
答
を
戴
い
て
い

ま
す
が
、
開
発
建
設
部
の
方
か

ら
補
償
的
な
部
分
は
出
来
な
い

と
言
う
回
答
を
戴
い
て
お
り
ま

す
。
　
現
在
、
開
発
建
設
部
の
方
で

も
設
計
を
や
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
の
船
揚
場
４
箇
所
を
改
修

す
る
と
い
う
事
を
開
発
建
設
部

か
ら
提
案
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
鹿
部
漁
港
に
つ
い
て
は
、
船

の
係
留
の
仕
方
を
精
査
し
な
が

ら
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
漁
港
が
出
来
れ
ば
便
利
に
な

り
ま
す
が
、
大
岩
地
区
の
漁
業

者
が
ど
の
よ
う
に
増
え
て
い
く

の
か
、
減
っ
て
い
く
の
か
と
い

う
事
も
あ
り
ま
す
し
、
そ
う
言

う
事
か
ら
す
る
と
今
の
時
点
で

は
漁
港
を
新
設
す
る
と
い
う
様

な
事
は
、
か
な
り
厳
し
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

　
斜
路
・
漁
港
の
関
係
は
、
漁

港
整
備
促
進
協
議
会
で
協
議
し

て
参
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
ご
理
解
願
い
ま
す
。

※
再
質
問
、
再
答
弁
に
つ
い
て

は
、
要
約
し
て
お
り
ま
す
。

　
第
５
回
臨
時
会
は
、　

月
　

１２

１８

日
に
開
催
さ
れ
、
次
の
事
項
に

つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

△
鹿
部
町
国
民
健
康
保
険
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
分
娩
時
の
医
療
事

故
を
補
償
す
る
制
度
と
し
て
新

た
に
産
科
医
療
保
障
制
度
が
平

成
　
年
１
月
か
ら
導
入
さ
れ
、

２１
制
度
に
加
入
し
て
い
る
医
療
機

関
は
、
１
分
娩
当
た
り
３
万
円

の
保
険
料
を
保
険
運
営
組
織
に

支
払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
の
保
険
料
を
医
療
機
関
が
妊

産
婦
の
分
娩
費
用
に
上
乗
せ
請

求
す
る
た
め
、
現
行
の
出
産
育

児
一
時
金
に
３
万
円
増
額
し

「
　
万
円
」
を
「
　
万
円
」
に

３５

３８

改
正
す
る
も
の
で
す
。

△
鹿
部
町
国
民
健
康
保
険
事
業

勘
定
特
別
会
計
補
正
予
算
に

つ
い
て

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
８
百
　７４

万
４
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総

額
８
億
５
千
６
百
　
万
８
千
円

８９

と
し
ま
し
た
。

　
内
容
は
、
高
額
療
養
費
８
百

　
万
４
千
円
を
追
加
し
た
も
の

４４が
主
な
も
の
で
す
。

△
鹿
部
町
教
育
委
員
会
委
員
の

任
命
に
つ
い
て

　
山
田
豊
司
氏
（
字
本
別
５
３

１
番
地
４
１
４
）
の
任
命
に
つ

い
て
満
場
一
致
で
同
意
さ
れ
ま

し
た
。

【
以
上
３
件
、原
案
ど
お
り
可
決
】

■
再
質
問
、
再
々
質
問
の
要

約
。

　
（
質
問
者
）

盛
田
　
鐵
次
　
議
員

■
再
答
弁
、
再
々
答
弁
の
要

約
。

　
（
答
弁
者
）

川
村
　
　
茂
　
町
長

第第
５５
回回
臨臨
時時
会会

◎
条
　
例

◇
編
集
　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
委

員

長
　
伊
藤
　
辰
男

　
　
副
委
員
長
　
吉
　
　
英
樹

　
　
委
　
　
員
　
盛
田
　
鐵
次

　
　
委
　
　
員
　
竹
ヶ
原
公
勝

議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会をををををををををををををををををををを傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴ししししししししししししししししししししててててててててててててててててててててみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみまままままままままままままままままままませせせせせせせせせせせせせせせせせせせせんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん議会を傍聴してみませんかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか

次回の定例会は、３月上旬
に開催される予定です。
～傍聴手続きは簡単です。～

傍聴席の入り口にある傍聴人名簿に

住所と氏名を記入するだけです。　

◎
補
正
予
算

◎
同
　
意



広　報　し　か　べ（９）

　
鹿
部
消
防
恒
例
の
出
初
式
が
、
１
月

２
日
、
中
央
公
民
館
に
お
い
て
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
当
日
は
、
松
本
団
長
以
下
　
名
の
団

６８

員
と
出
来
澗
婦
人
消
防
隊
７
名
、
来
賓

　
名
が
参
加
し
て
行
わ
れ
、
新
春
に

２１「
今
年
一
年
の
無
火
災
」
を
誓
い
あ
い

ま
し
た
。
ま
た
、
消
防
団
活
動
に
永
年

勤
続
し
功
労
の
あ
っ
た
方
々
の
表
彰
も

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
方
々
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

（
敬
称
省
略
）

消
防
庁
長
官
随
時
表
彰

◎
退
職
報
償

　
第
四
分
団
元
分
団
長
　
東
出
　
邦
雄

北
海
道
知
事
定
例
表
彰

◎
功
労
章

　
本
団
団
長
　
　
　
　
　
松
本
　
悦
雄

◎
二
十
年
勤
続
章

　
第
四
分
団
班
長
　
　
　
河
辺
　
裕
一

◎
十
年
勤
続
章

　
本
団
班
長
　
　
　
　
　
田
中
由
美
子

　
本
団
団
員
　
　
　
　
　
成
田
　
信
子

　
本
団
団
員
　
　
　
　
　
伊
藤
百
合
子

　
本
団
団
員
　
　
　
　
　
松
本
　
紀
子

　
本
団
団
員
　
　
　
　
　
工
藤
　
友
子

　
本
団
団
員
　
　
　
　
　
中
村
喜
美
子

　
本
団
団
員
　
　
　
　
　
関
谷
　
晶
子

　
本
団
団
員
　
　
　
　
　
川
原
　
綾
子

北
海
道
消
防
協
会
長
表
彰

◎
特
別
功
績
章

　
本
団
副
団
長
　
　
　
　
玉
野
　
茂
美

◎
三
十
年
勤
続
章

　
第
一
分
団
分
団
長
　
　
佐
藤
　
一
人

　
第
一
分
団
副
分
団
長
　
根
本
　
芳
巳

　
第
二
分
団
副
分
団
長
　
吉
田
　
勝
久

平
成
　
年
　
鹿
部
消
防
出
初
式
行
わ
れ
る

２１

◎
二
十
年
勤
続
章

　
第
二
分
団
班
長
　
　
　
政
坂
　
裕
之

　
第
三
分
団
班
長
　
　
　
西
村
　
光
由

　
第
四
分
団
班
長
　
　
　
河
辺
　
裕
一

　
第
四
分
団
班
長
　
　
　
山
内
　
康
央

◎
勤
続
三
十
五
年
以
上
正
会
員
の
夫
人

に
対
す
る
感
謝
状

松
本
累
美
子

渡
島
地
方
支
部
長
表
彰

◎
功
労
章

　
第
二
分
団
部
長
　
　
　
中
村
健
太
郎

　
第
一
分
団
班
長
　
　
　
坂
本
　
新
一

鹿
部
消
防
団
長
表
彰

◎
優
良
団
員

　
第
二
分
団
班
長
　
　
　
政
坂
　
裕
之

　
第
四
分
団
班
長
　
　
　
河
辺
　
裕
一

◇
　
　
◇
　
　
◇

　
こ
の
度
の
受
賞
、
誠
に
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　
受
賞
さ
れ
た
方
々
の
益
々
の
ご
活
躍

を
ご
期
待
し
て
お
り
ま
す
。



広　報　し　か　べ （１０）

長寿医療制度（後期高齢者医療制度）のお知らせ
～平成２１年度の保険料　あなたの納め方は？～

　平成21年度の保険料について、９月までの納め方をお知らせします。10月以降の納め方は、あらため
てお知らせします。
　なお、基本的なパターンを説明していますが、当てはまらない場合はお問い合わせください。

矯

脅

胸

興

恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭

狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂

教
教
教
教
教

橋
橋
橋
橋
橋

矯

脅

胸

興

恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭

狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂

教
教
教
教
教
教
教

橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋

１　これまで年金から差し引かれている方

　平成２１年４月からも年金から差し引かれます。
質 蔀実実実実実実実実実実実実実実実
　４・６・８月の保険料額は、原則、２月の保険料と

質 蔀実実実実実実実実実実実
同じ額が差し引かれます。
質 蔀実実実実

矯

脅

胸

興

恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭

狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂

教
教
教
教
教
教
教

橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋

２　平成２０年４月２日から同年１０月１日ま
　でに加入した方

　これまでは納入通知書または口座振替で納めていま
したが、平成２１年４月からは年金から差し引かれます。

質 蔀実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実
　保険料額は、４月１日から１５日までにお送りする
「仮徴収額決定通知書」等でご確認ください。
質 蔀実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実

矯

脅

胸

興

恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭

狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂

教
教
教
教
教
教
教

橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋

３　平成２０年１０月２日から同年１２月１日ま
　でに加入した方

　これまでは納入通知書または口座振替で納めていま
したが、平成２１年６月からは年金から差し引かれます。

質 蔀実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実
　保険料額は、６月１５日までにお送りする「仮徴収額

質 蔀実実実実実実実
決定通知書」等でご確認ください。
質 蔀実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実

矯
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６　上記１～５に当てはまらない方

　これまでは納入通知書または口座振替で納めていましたが、平成２１年度も納入通知書または口座振替で納めま
質 蔀実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実

す。
質 蔀実実
　ただし、平成２１年度の保険料額によっては、１０月から年金差し引きに変わる場合もあります。

質 蔀実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実
　保険料額および納付方法は、６月または７月にお送りする「保険料額決定通知書」等でご確認ください。

質 蔀実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実

納め方こんな場合

口座振替
①　年金差し引きから口座振替への変更を市町村に申し出た場合
　（申し出の時期により、口座振替に変更する時期は異なります。）

納入通知書または口座振替②　年金の年額が１８万円未満の場合（介護保険料が年金から差し引かれていない場合）

納入通知書または口座振替
③　介護保険と長寿医療制度の保険料の合計が、介護保険料が差し引かれている年金額
　の半分を超える場合

４　平成２０年１２月２日から平成２１年２月１
　日までに加入した方

　これまでは納入通知書または口座振替で納めていま
したが、平成２１年８月からは年金から差し引かれます。

質 蔀実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実
　保険料額および納付方法は、６月または７月にお送
りする「保険料額決定通知書」等でご確認ください。

質 蔀実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実
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５　保険料が軽減されたことによって平成
　２０年１０月から納めなかった方

　平成２０年度の保険料を４・６・８月の年金差し引き
で納め終わった方は、１０月以降納める必要がありませ
んでしたが、平成２１年度の保険料は、平成２１年９月ま

質 蔀実実実実実実実実実実実
では納入通知書または口座振替で、１０月からは年金か
質 蔀実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実 質 蔀実実実実実実実実実実実実実
ら差し引かれます。
質 蔀実実実実実実実実実実実実実実
　保険料額および納付方法は、６月または７月にお送
りする「保険料額決定通知書」等でご確認ください。

質 蔀実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実

※　次の場合は、年金差し引きにはなりませんので、ご注意ください。

＊　納入通知書または口座振替の場合の納期は、７月からの２月までの８期です。

お問い合わせ先

　詳しくは、次のところへお問い合わせく

ださい。

＊　北海道後期高齢者医療広域連合

　　ＴＥＬ：０１１－２９０－５６０１

＊　役場保健福祉課介護・健康保険係

　　ＴＥＬ：７－５２９１



広　報　し　か　べ（１１）

こんにちは保健師ですこんにちは 保  健  師 です。。
ほ けん し

今月の担当は、佐藤　直美です。

◇　冬　の　健　康　管　理　◇
　２月４日は暦の上では立春ですが、北海道の冬はまだ寒さの厳しい日が続きます。冬は運動不足となり

がちで体力や病気に対する抵抗力も低下しやすく、健康管理には一層の注意が必要です。

　今回は寒い冬を元気に過ごすための健康管理のポイントについて紹介したいと思います。

１　温度差に注意

　　寒さは血管を収縮させ血圧を上げます。また、寒さだけでなく温度差も血管に大きな負担をかけます。

温度差が大きいと血管の拡張と収縮が急激に行われるため、血圧も急激に変化し、これが心臓や脳血管

障害を引き起こしてしまうのです。ですから、血圧を良い状態に保つために温度差をできるだけ小さく

する工夫が必要です。

☆ポイント

　・　外出する際にはコートやジャンバーを着るのはもちろん、頭部を保護する

　　ため帽子をかぶり、手袋をはきましょう。

　・　室内でも温度差が生じやすい脱衣所やトイレなどにも暖房を入れるなど配

　　慮しましょう。

　・　脳血栓を予防するために、適度に水分を補給し血液をサラサラにしましょう。

　・　体にやさしい入浴法を心がけましょう。

　　　体に負担なく、安全に入浴するには、入浴前、入浴中、入浴後の温度差を小さくすることが大切で

す。お風呂の温度は４２℃以上の熱い湯はさけ、３８℃～４０℃にしましょう。浴槽に入る前に体にお湯を

かけ体を慣らし、浴槽につかった直後の急激な血圧上昇を防ぎましょう。かけ湯は、下半身から上半

身に向かってお湯をかけていくのが基本。まずは、両脚全体に充分にお湯をかけましょう。肩までお

湯につかると、心臓や肺に負担がかかるため、胸の下までお湯に入る半身浴とする。肩が冷える場合

は、乾いたタオルを肩にかけるとよいです。

２　転倒に注意

　　冬場、雪や氷に足をとられ転倒することで手や足を骨折して

　しまう事がありますので、転ばないよう十分に注意しましょう。

　　また、足の冷えも血液の循環が悪くなり、足の動きが鈍くな

　るので足の保温にも気を配りましょう。

☆ポイント

　・　靴の底は柔らかいゴム製のものを選びましょう

　　　日頃からバランス能力や足腰の筋力アップに心がけ、積極的に体を動かしましょう。

☆あたらしい保健師さんを紹介します☆
役場保健福祉課では、１月１５日付けで、保健師を採用しました。

町民皆さまのために頑張りますので、よろしくお願いいたします。

○出身地：函館市　　○趣味：料理

○鹿部町の皆さまが、いつまでも活き活きと生活できるよう、

健康づくりに力を尽くしたいと思います。

役
場
 保
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広　報　し　か　べ （１２）

＝第２６回書初め席書大会＝
　１月６日、中央公民館において、幼児・小学生の参加のもと、書初め大会が開

催されました。

　年々参加者が減少する中、参加された１１名の子ども達は、今年１年の決意を込

め大筆を使って「かどまつ」「つよい子」「明るい心」「正月七草」などの学年別の

課題を書き上げ、一番出来の良い作品を選び提出しました。

【入選者】

〇町　　　長　　　賞　　高橋　健斗（小５）

〇渡島福祉会理事長賞　　三谷　愛莉（小５）

〇教　 育　 長　 賞　　盛田　小想（小１）

高橋　健斗 くん 三谷　愛莉 さん 盛田　小想 さん

鹿部町食生活改善推進協議会だより
　年が明けて鹿部町の漁港もすけそうの陸まわりでにぎやかな季節になりました。

　すけそうだらは焼き竹輪やかまぼこなどの練り製品、たらこや辛子明太子などの水産加工食品として

知らず知らずのうちにたくさん食べられている食品ですが、生魚を使った料理はあまり馴染みがありま

せん。しかし鮮度のよいすけそうだらは大変旨味が強く美味でありみそ汁や煮つけ、鍋などに向いてい

るほか、唐揚げやバター焼きなどでもおいしく食べられます。今回は地元の漁師の方々の間でよく食べ

られる素材の味を活かしたシンプルな三平汁を紹介します。

レシピ

①すけそうに多めに塩をふっておく。

②鍋に水とこんぶを入れておく。

③すけそう、じゃがいも、長ねぎは食べやすい大きさに切る。

④鍋にすけそうとじゃがいもを入れ、しばらく煮込む。

⑤すけそうに火が通ったらねぎを加え、柔らかくなったら火を止める。

１人分４人分材　　　　料

 ８０ｇ

 ５５ｇ

 ２５ｇ

３２０ｇ　２匹

２００ｇ　２個

１００ｇ　１本

　　　 ２０尺

　　　 適宜

すけそうだら

じゃがいも

長ねぎ

だし昆布

塩

すけそうの三平汁



広　報　し　か　べ（１３）

どどんんななももののががルルーールル違違反反ににななるるのの？？ 空きビン 編

　「燃やせないゴミ」「プラ製容器包装」についでルール違反となるものが多いのが

「空きビン」です。空きビンがルール違反となる主な原因は次のとおりですので、 こ

れらにご注意いただき排出ください。

ゴミの減量・分別にご協力を！

Ⅰ　キャップ（ふた）を取り外していない

　・ルール違反の半数以上が「キャップがついたまま」のものです。空きビンもペットボトルや空き缶と同

様に、①キャップを取り外し　②軽く水洗いをして　③水分をきって　出してください。

　　取り外したキャップは、金属製のものは「燃やせないゴミ」、プラ製のものは「燃やせるゴミ」としてく

ださい。

Ⅱ　空き缶やペットボトルが入っている

　・空きビンの他に「空き缶」や「ペットボトル」が混入しているものがあります。どれも飲料容器だから

と一緒くたにはせず、きちんと分別してそれぞれの指定袋に入れて出してください。

　　▽空きビン：黄色　　　▽空き缶：緑色　　　▽ペットボトル：橙（オレンジ）色

Ⅲ　ガラス製品が入っている

　・コップや電球・蛍光灯、ほ乳瓶などのガラス製品の混入が見られます。「空きビン」とな

るのは、酒やビール、調味料、ジャムや化粧品などが入っているガラスビン容器のみで

す。ビン容器以外のガラス製品は「燃やせないゴミ」としてください。
質 蔀実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実

※　ゴミステーションは設置してある町内会や周辺にお住まいの方々で管理しています。

　　ルール違反のゴミ袋が出た場合は、この管理している方々でそのゴミを出した方に声をかけた

り、分別し直したりしています。

　　このため他の方（普段利用していない方）から

ゴミが出されると大変な迷惑となります。「通勤

のついでに」「子供を学校に送るついでに」と言

って、他のゴミステーションに出すことは避け、

ご自宅そばのゴミステーションに出してください。

キャップは外して！

※※※※  ゴミは“自宅そばのゴミステーション”に出してください。 ※※※※

１２月のゴミ回収量（一般ゴミ）
全体　　９４．４０ｔ
（昨年度同月回収量９１．９８ｔ 約２．６％増）
うち　焼却処分　　７２．７９ｔ　
うち　リサイクル　１８．３６ｔ　
うち　埋立処分　　　３．２５ｔ

煙 煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙

◇◆◇ 犬の放し飼い・ノーリードの散歩はやめましょう ◇◆◇
　飼い主にとってはかわいい飼い犬でも、犬の苦手な方や小さな子供からみれば、それがどんなに小

さな犬であっても「こわい」と感じることがあります。

　また、ふだんはおとなしい犬でも何かの拍子で吠えたり、人を追いかけたり、咬んだりするという

ことや、道路に飛び出しひかれてしまうおそれがあります。

　屋外で犬を飼う場合には、丈夫なクサリなどでつなぐかオリに入れるようにし、飼い犬を散歩させ

る際には必ずクサリ（リード）などでつなぎ、何かあった場合でも飼い主がすぐコントロールできる

ようにしましょう。また、公園等の公共の場所や空き地等であってもリードを外して遊ばせることは

絶対にやめましょう。

愚

寓

喰

隅

虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞

遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇

空
空
空
空
空
空

偶
偶
偶
偶
偶
偶

　犬の苦手な方から「放し飼いの犬に吠えられたり、まとわりつか

れ怖い思いをした」との苦情が役場に寄せられます。犬が苦手な方

に対して余計な恐怖心を与えないようにしたり、事故を起こさない

ようにするのも飼い主の努めです。

◇迷惑にならない
ようリードでし
っかりつなぎ、
楽しく散歩しよ
う。



広　報　し　か　べ （１４）

窃盗犯認知件数全刑法犯

認知件数 その他自動車盗車上狙い侵入盗

２２件０件５件２件２７件町　内

平成２０年１２月中の犯罪発生状況

物損事故傷者数死者数発生件数

８８件９人０人８件町　内

平成２０年１２月中の交通事故発生状況

森警察署からのお知らせ（重要）
　剣の所持禁止！（平成２１年１月５日から施行）
　銃刀法が改正され、刃渡り５．５センチメートル以上の剣の所持が禁止されています。
　「剣」とは、両方に刃が付いた殺傷能力の高い刃物のことで、罰則は３年以下の懲役または５０万円の罰金とな
ります。
　今所持している「剣」は平成２１年７月４日までに警察署に提出していただければ、罰せられることはありませ
ん。ただし、平成２１年７月４日以降、「剣」を持ち続けると不法所持になり、罰せられますので注意してください。

携 敬恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵

森警察署ニュー森警察署ニュースス

◎ 駒ケ岳火山観測情報 ◎
１２月に観測された駒ケ岳の状況についてお知らせします。
【噴煙活動】昭和４年火口からの噴煙の高さは火口縁上５０ｍ以下で推移し、噴煙活動は静穏な状況です。
【地震活動】地震活動は低調に経過しました。求まった震源は山頂火口原直下の浅い所で、これまでと比べて

特に変化はありませんでした。
【地殻変動】ＧＰＳ連続観測では、火山活動によると考えられる変動は観測されませんでした。

◎過去１年間の地震回数

※　火山情報は、札幌管区気象台ホームページでも閲覧することができます。ＵＲＬ：http://www.sapporo-jma.go.jp
※　駒ケ岳の火山噴火警戒レベルは１です。

１１月１０月９月８月７月６月５月４月３月２月１月１２月

２２５１３２２１０１２１
剣ヶ峯東地震回数
（山頂火口原附近）　　

１０００１０１０００００
観測点Ａ地震回数
（赤井川登山道６合目附近）

００００００００００００
観測点Ａ微動回数
（赤井川登山道６合目附近）

水 揚 高数　　量魚　　種水 揚 高数　　量魚　　種

６０．７かじか３４０，８４９１，８３０．１すけそ

６９０．１平目１４，２３６２４．７たこ

１，０６８４．６はたはた７，２１７１７．５さけ

１２，６１５１３．７うに２０．１ます

１０．１さば３，１３１２８．１いか

８５７４．８たら５，２３０７．１かれい

６６０．１きんきん３１，５９３１４．５なまこ

４０３３．１つぶ１１０．１油子

１，５１４６．５ほたて１０５０．７黒そい

１７２１３．０いわし４９３７．６ほっけ

１，７２９３０．９その他魚類１１０．１がや

４２１，３７８２，００８．２合計

Ｈ20年12月の水揚 単位：数量（トン）／水揚高（千円）
水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの艇艇艇艇艇艇艇艇艇艇艇艇艇艇艇艇艇艇艇艇艇艇艇艇艇艇艇艇艇艇艇艇艇艇艇艇艇艇艇艇艇艇窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓

詣 警罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫

詣 警罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫
詣

警
罫
罫

詣
警

罫
罫



広　報　し　か　べ（１５）

お
知
ら
せ

コ
ー
ナ
ー

害 今 月 の 納 期 害

国民健康保険税第９期分の納期限は

３月２日（月）です。
「期限内完納にご協力をお願いします。」　　役場　税務課　℡：７－５２９２

修
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
難
病
支
援
に
携
わ
っ
て
い
る
方
、

興
味
の
あ
る
方
な
ど
ふ
る
っ
て
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

□
日
時
　
平
成
　
年
２
月
　
日

２１

２６

（
木
）　

時
　
分
か
ら

１３

３０

□
場
所
　
北
斗
市
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー
「
か
な
で
～
る
」
大
会
議

室
◇
お
問
い
合
わ
せ
先

　
渡
島
保
健
所
保
健
予
防
係

　
℡
０
１
３
８
們

４
７
們

９
５
４
１

　
道
で
は
、
母
子
家
庭
や
寡
婦
の

経
済
的
自
立
を
支
援
す
る
と
と
も

に
、
扶
養
し
て
い
る
児
童
の
福
祉

の
増
進
を
目
的
と
し
て
、
母
子
家

庭
の
お
母
さ
ん
の
就
労
の
た
め
の

資
格
取
得
に
係
る
経
費
や
、
お
子

さ
ん
の
高
校
、
大
学
へ
の
修
学
費

用
な
ど
の
貸
付
を
行
な
っ
て
い
ま

す
。

　
申
請
手
続
き
な
ど
の
詳
細
に
つ

　
地
方
法
人
特
別
税
（
国
税
）
が

創
設
さ
れ
ま
し
た
。

□
対
象
　
法
人
事
業
税
（
所
得
割

ま
た
は
収
入
割
）
を
納
付
す
る

納
税
義
務
者

□
適
用
　
平
成
　
年
　
月
１
日
以

２０

１０

降
に
開
始
す
る
事
業
年
度

□
申
告
等
　
法
人
事
業
税
と
併
せ

て
北
海
道
に
申
告
・
納
付
し
ま

す
。

◇
お
問
い
合
わ
せ
先

　
渡
島
支
庁
課
税
課
事
業
税
係

　
℡
０
１
３
８
們

４
７
們

９
４
４
１

　
突
然
や
っ
て
く
る
災
害
へ
の
備

え
は
大
丈
夫
で
す
か
？

　
こ
の
度
、
難
病
患
者
の
在
宅
療

養
に
係
わ
る
災
害
時
の
備
え
・
支

援
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
・

呼
吸
器
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
研

地
方
法
人
特
別
税
の

　
　
　
創
設
に
つ
い
て

い
て
は
、
北
海
道
渡
島
保
健
福
祉

事
務
所
保
健
福
祉
部
子
ど
も
・
保

健
推
進
課
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

《
主
な
貸
付
金
の
種
類
》

　
就
学
支
度
資
金
・
修
学
資
金
・

技
能
習
得
資
金
・
修
業
資
金
・

就
職
支
度
資
金
な
ど

◇
お
問
い
合
わ
せ
先

　
北
海
道
渡
島
保
健
福
祉
事
務
所

保
健
福
祉
部
子
ど
も
・
保
健
推

進
子
ど
も
未
来
係

　
℡
０
１
３
８
們

４
７
們

９
５
４
６

家庭内のいざこざや近所づきあいなどでお困りのことはありませんか？

　人権擁護委員がご相談に応じます。どうぞお気軽にご相談ください。

　◎日時：平成２１年３月１日（土）

　　９：００～１２：００

　◎場所：鹿部中央公民館

「特設人権困りごと心配ごと相談所「特設人権困りごと心配ごと相談所」」

難
病
医
療
研
修
会
の

　
　
ご
案
内
に
つ
い
て

母
子
寡
婦
福
祉
資
金

　
　
貸
付
金
に
つ
い
て

　なお、函館法務局及び人権擁護委員は、いつで

も相談に応じていますので、ご利用ください。

○函館法務局　人権擁護課　℡：０１３８－２６－５６８６



広　報　し　か　べ （１６）

■
編
集
／
総
務
・
防
災
課
　
■
製
作
／
㈲
三
和
印
刷

■
発
行
／
鹿
部
町

２月～３月の行事予定カレンダー

世帯と人口

平成２０年１２月３１日現在

（　　）は前月比です

世帯数　１，８１８世帯（－１）

　男　　２，３０１ 人 （＋３）

　女　　２，４０２ 人 （＋１）

　計　　４，７０３ 人 （＋４）

●６５歳以上の人口 １，２２０人

　高齢化率　　　　２５．９％

携 敬恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵

◆お問い合わせ先略称◆　冊公 中央公民館（℡７－３１２４）　冊保 役場保健福祉課（℡７－５２９１）
　　　　　　　　　　　　冊体 総合体育館（℡７－３９８８）　冊税 役場税務課（℡７－５２９２）

※行事日程等について、施設等の都合により変更となる場合がございますので、行事に参加される場合は、

事前に担当課へ確認願います。

休日当番医については新聞等で確認するか、役場保健福祉課までお問い合わせください。

碓体  チャレンジスポーツ（小学４～６年生）　総合体育館　１５：００～１６：３０
碓保  はつらつ教室　総合体育館　１３：３０～

2月16日捷

碓体  元気もりもり教室【歩くスキー集い】　鹿部町内　１０：００～１１：５０　　17日昇

碓保  健康相談　本別中央会館　受付時間　１０：００～１１：３０
碓保  　 〃　　 いこいの湯　　　  〃　　  １３：３０～１５：３０

　　18日昌

　　19日昭

　　20日晶

　　21日松

　　22日掌

碓体  チャレンジスポーツ（小学４～６年生）　総合体育館　１５：００～１６：３０
碓保  はつらつ教室　総合体育館　１３：３０～

　　23日捷

碓体  元気もりもり教室【歩くスキー集い】　鹿部町内　１０：００～１１：５０　　24日昇

　　25日昌

　　26日昭

碓公  青少年健全育成町民のつどい（町民）　中央公民館　１８：００～　　27日晶

　　28日松

3月1日掌

碓税  国民健康保険税第９期納付期限日
碓保  介護保険料第８期納付期限日
碓保  後期高齢者医療保険料第８期納付期限日
碓公  高齢者生涯カレッジ【閉校式】（６０歳以上）　中央公民館　１０：００～
碓体  チャレンジスポーツ（小学４～６年生）　総合体育館　１５：００～１６：３０
碓保  はつらつ教室　総合体育館　１３：３０～

3月2日捷

　　3日昇

碓保  健康相談　本別中央会館　受付時間　１０：００～１１：３０
碓保  　 〃　　 いこいの湯　　　  〃　　  １３：３０～１５：３０

　　4日昌

　　5日昭

　　6日晶

　　7日松

　　8日掌

碓保  はつらつ教室　総合体育館　１３：３０～　　9日捷

碓保  バンビ教室　中央公民館　受付　１０：００～　　10日昇

碓保  赤ちゃん健診　総合体育館保健室　受付時間　１３：３０～１４：００　　11日昌

碓保  ＢＣＧ・三種混合・麻しん風しん混合ワクチン予防接種
　総合体育館保健室　受付時間　１３：００～１４：３０

　　12日昭

　　13日晶

　　14日松

　　15日掌

鹿部町ホームページアドレス

Ｅ メ ー ル ア ド レ ス info@town.shikabe.lg.jp

http://www.town.shikabe.lg.jp/

氏
　
　
　
名

伊
　
藤
　
惠
　
子
さ
ん

菅
　
生
　
さ
よ
子
さ
ん

享
　
年

五
二
歳

九
一
歳

住
所

本
別

本
別

お
く
や
み

　
も
う
し
あ
げ
ま
す

氏
　
　
　
名

小
　
島
　
　
　
 累
 くん

る
い

木
　
元
　
 衣
  夢
  貴
 くん

い
 
ぶ
 
き

佐
　
藤
　
　
　
 俊
 くん

し
ゅ
ん

川
　
口
　
 瑠
 　
 椛
 ちゃ
ん

る
 

か

保
護
者

良
　
一

貴
　
文

仁翼

住
所

宮
浜

宮
浜

宮
浜

宮
浜

お
た
ん
じ
ょ
う

　
　
　
お
め
で
と
う

（
注
）お
誕
生
、
お
く
や
み
欄
に
つ
い
て
の

掲
載
は
、
役
場
民
生
課
窓
口
で
掲
載
承
諾

を
頂
い
て
載
せ
て
お
り
ま
す
。


